
計

量

学

国

計量国語学

ことでは計量国語
学とい
う題を採っ
た 。
と
れは例の
計量国語
学会

が 、
すでに
十分な
実績をもっ
てい
ると
とが
原因である 。
本来ならば

数理
言語
学とい
う方が
適切であろう 。
乙
のと
とは 、
すでに
多くの
人

によっ
て
言明されてい
るこ
とであるが 、
筆者もそれに
賛同したい
と

思うので
あえてくりかえしてい
うのである 。
したがっ
て題は計量国

語
学で
あっ
て
も扱う内容としては 、
広く数理
言語
学的な
方法を用い

た
ものについ
て 、
考えたい
と
思う 。

乙のよ
うに 、
「計量」
とい
う語を文字通りにとっ
て 、
狭い
範
囲で

との
分野を考えない
とい
う行き方は 、
もちろん
以
前から広くゆきわ

たっ
ていた
ものではあっ
たが 、
最近にいたっ
て
もはや
動かしがたい

ものになっ
たといっ
てよかろう 。
それは 、
一
方では言語の
形式面に

ついて
光を投じた
新しい
言語理
論の
開拓があり 、
また一
方にはコン

ピュ
ータの

普及とソフトウエ
アの
進歩による言語情報処理および
計

算言語
学の
進展があっ
て 、
数理的な言語研究の
急速な
拡大と進歩が

あっ
たからである 。
そして 、
各部門個々
の 、
それぞれ独特のアプロ

ーチの
方法を見出だ
すこ
とと共に 、
互いに
助けあい 、
あるい
は
他の

方法を
援用するとい
うよ
うなζ
とも行なっ
ている 。
統計的な方法が

石

敏

雄

綿

見捨てられたのではなく 、
むしろこのような全体のなかにあっ
て 、

新しく使用され 、
新しい
役割を得ょ
うとしてい
るのである 。
数理
言

語
学の
現状を 、
筆者はζのように
考えてい
るので 、
乙
れを全体的に

と
らえよ
うとするのである 。

次に「展望」
とい
うと
とについて述べ
ておきたい 。
こζ
では 、
ζ

の二
年間に現われたこの
方面Kついての
すべ
ての
論文著書を 、
残ら

ず取りあげて
紹介するとい
うような
行き方はとらないと
とにする 。

むしろ 、
現代的な課題と 、
それにこたえようとするい
くつ
かの
研究

のグル
ープの

勤きを概観し 、
それぞれの
位置づ
けを行ない 、
問題点

の
ありど乙ろ 、
こ
れからの
研究の
あり方について 、
筆者なりに
広く

考えて
みたいのである 。
このようにすると 、
個人的な考え方に
支配

され 、
あるい
は 、
筆者の
不明に
もとづ
く誤りをおかす恐れは多分に

ある 。
それは 、
過去の
研究について
もそうであるけれど
も 、
現在の

研究およびこ
れからの
研究については 、
それに
もまして 、
客観的な

記述がむずかしい
からである 。
にもかかわらず 、
とのような取りあ

げかたをするの
は 、
その乙とが展望として最も重要であると考えら

れるからで
ある 。
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ζとで
「現代的な課題」
とい
うζとを述べ
たが 、
と乙では二つの

意
味をもたせてい
るつ
もりである 。
その一
つ
は 、
言語学国語学の
学

問としての
発展の
道程の
上での
課題とい
うζ
とがその一
つ
であり 、

もう一
つ
は 、
直接現代の
実社会の
要請とい
うζとである 。
ζの二つ

は 、
実は互いに関係があると思われるが 、
二つ
を区別して
考えるの

も必要であるので 、
と乙ではζのようにした 。
前者については乙ζ

では割愛することにする 。
後者については 、
もはや説明の
要がなく

なっ
たが 、
最近の
情報機械の
進歩による情報化社会へ
の
移行に
関連

したと
とである 。
乙の
点での 、
数理
言語学に
課された
課題は 、
まζ

とに
大きい 。
言語へ
の
数理的アプロ
ーチは現代産業社会のなかで

重

責をになっ
てい
るとい
うべ
きである 。
日本語研究へ
の
期待も 、
また

大きいのである 。

このよ
うな事情がある乙
とから 、
また 、
乙の
分野へ
の
寄与は 、
言

語
学の
専門家に限られなくなっ
てきた 。
パッ
クは
「言語学の
標準的

な刊行物
を読んでいて 、
かなり数学に通じてい
なければ
読めないよ

うな
記事が 、
どの
号に
も出てい
る乙
とに
気づ
くと
とがよくある 。
ま

た
反対に 、
近ど
ろの
言語
学の
文献の
中に
参照されてい
る基礎的な論

文がラジオ技術者 、
通信理
論家 、
論理
学者などのための
技術刊行物

に出てい
る」(井上和子訳「変形文法」)
とい
う 。
乙の
現象は
日
本
で
も

同様であっ
て 、
言語学 、
心理
学 、
論理
学 、
数学 、
物理
学 、
電子工
学

とい
う分野が 、
乙の
点に関して一
つ
の
連続した
研究分野をもつ
にい

たっ
たのである 。
その
著しい
例をあげれば 、
日
本語の
動
詞の
活
用

ゃ 、
接辞についての
研究が 、
電気メーカーの
研究所のなかで
行なわ

れてお
り 、
しか
も必ずしも珍しい
例とはいいがたいのである 。
それ

が 、
その
方面の
学会の
発表に
も表われてきてい
る 。
電
気
四
学
会
連

合 、
あるい
は 、
電気通信学会などの
発表のなかには 、
必ずといっ
て

よい
くらい 、

純粋に一一言語学的な研究が
含まれてい
る 。
との
分野での

展望は 、
ζの
方面に
も及ぶ乙
とが望ましい 。

以上述べ
たように 、
乙乙では数理
的な言語研究を及ぶ
限り幅広く

とりあげ 、
学問的な意義と現代社会の
要請 、
研究の
問題点などにつ

いて 、
考えて
みたい
と思う 。
そのような努力は 、
言語研究の一
大転

換期に
遭遇してい
る現時点において 、
特に必要であると考えられる

からである 。
従来あまり国語
学会に知られていなかっ
た計算言語学

の
分野をやや
詳細に取りあげたの
も 、
同様の
意図によるのである 。
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統
計
的
な
調
査
研
究

統計的な調査研究として最も大規模なもの
は 、
現在国立国語研究

所が
行なっ
てい
る新聞の
用語調査であろう 。
昭和四一
年に出た
朝日

毎日
読売三
紙の
標本調査であるが 、一標本の
大きさ
が 、
三百万(国語

研でいうF単位で数えて)
にのぼる 、
大調査である 。
ただこの
調
査
の

結果である語い
表はζの
両年(昭和四三 、
四四年)
には出てい
ない
の

で 、
全体については 、
乙とではとりあげないと
とに
する 。
その
語い

の
分析法については 、
林四郎「新聞語紫調査の
概略と語業分析法試

案」(国語研報告白『電子計算機による国語研究』)
が
あり 、
と
れ
を
さ
ら

に語
数をふやし 、
計算機を用い
る方法を開拓した
ものに木村繁「層

別特
徴一語
の
判
別」(国語研報告初『電子計算機による国語研究E』)
が
あ

る 。林の
方法は 、
語の基本度を定めるための 、
従来の
使用皐と使用範

閣の
考え方をまとめて発展させた
ものといっ
てよかろう 。
そして従

来の
語の基本度に
関する研究はζのような使用度数と使用範囲 、
い



計量国語学
わ
ゆ
る
P
2
5ロ
ミ
と
おロ岡町
に
よ
る
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
が
で
き

る 。
従
来
で
も
基
本
度
に
つ
い
て
の
考
え
方
は 、
と
れ
が
す
べ
て
で
は
な
く 、

他
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
と
い
う
と
と
が
い
わ
れ
て
き
た
が 、
水
谷
の
そ
れ

(『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字』
第
三
分
冊)
な
ど
ど
く

少
数
の
例
を
除
い
て 、

実
現
さ
れ
て
は
ζ
な
か
っ
た 。
最
近
で
も
少
な
い
が 、
別
の
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー

チ
が
出
て
き
て
い
る 。
た
と
え
ば
西
村
の
そ
れ
(
後
述)
な
ど 、
ζ
れ
を

目
的
と
し
た
も
の
で
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
内
容
的
に
大
い
に
関
係
が
あ

る 。
筆
者
も
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
ふ
れ
た
と
と
が
あ
る 。
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も 、

他
の
場
所 、
す
な
わ
ち 、
計
算
言
語
学
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
い
と
思
う 。
と
い

う
乙
と
は 、
従
来
統
計
的
な
立
場
だ
け
で
扱
っ
て
い
た
問
題
が 、
他
の
見
方
や

方
法
に
よ
っ
て 、
あ
る
い
は
そ
れ
を
ま
じ
え
て 、
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た 、
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
と
無
関
係
で
は
な
い 。

い
わ
ゆ
る
計
量
国
語
学
の
分
野
の
な
か
で 、
安
本
美
典
の
「
数
理
文
献
学」

へ
の
発
展
な
ど
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
最
近
は
統
計
的
な
手
法
を
用
い
た

も
の
が
全
体
と
し
て
減
少
し
て
き
で
い
る 、
と
よ
く
い
わ
れ
る 。
た
し
か
に
そ

う
い
う
面
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。
雑
誌
『
計
量
国
語
学』
を
み
て
も 、
乙
れ

を
主
と
し
て
い
る
も
の
は 、
た
と
え
ば 、
野
元
菊
雄
「
在
英
日
本
人
の
子
ど
も

の
言
語
能
力」
(
四
五
号〉 、
進
藤
咲
子
「
激
石
の
文
体

序」
(
四
七
号) 、
三
宅

厚
子
「
古
今
集
の
表
現」
(
四
八
号〉 、
小
島
幸
枝
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
基
礎
語
集」

(
四
九
号〉
な
ど
が
数
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る 。
一
時
の
盛
な
り
し
と
ろ
と
比
し

て 、
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る 。

し
か
し 、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
よ
う
な
結
論
を
出
す
の
は
早
計
で
は
な
い
か 、
と

考
え
ら
れ
る 。
統
計
的
手
法
は 、
現
在
で
は
計
算
言
語
学
の
分
野
で
し
ば
し
ば

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
ζ
で
新
し
い
役
割
を
得

て
い
る
と 、
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う 。
統
計
的
な
手
法
が
す
た
れ
た
の
で
は
な

く 、
む
し
ろ
数
学
の
他
の
分
野
と
言
語
学
の
接
触
が
そ
れ
に
比
し
て
い
ち
じ
る

し
く
な
っ
て
き
た
の
だ 、
と
み
る
べ
き
で
あ
る 。
『
計
量
国
語
学』
五
十
号
の

巻
頭
文
で
結
成
十
三
年
を
回
顧
し 、

計
量
国
語
学
会
結
成
趣
旨
を
引
用
し
て 、

「
今
乙
れ
を
読
み
返
す
と 、
さ
す
が
に
時
代
の
推
移
を
覚
え
る 。
一
三
年
前
の

大
方
の
精
神
風
土
で
は 、
言
語
研
究
の
数
理
的
方
法
と
言っ
て
連
想
で
き
る
の

は
統
計
技
法
に
よ
る
計
量
的
研
究
が
お
も
な
も
の
で
あ
っ
た 。
非
計
量
的
で
し

か
も
数
学
的
な
扱
い
方
も
可
能
な
は
ず
だ
と
い
う
考
え
方
は
本
学
会
発
起
人
の

間
で
認
め
ら
れ
な
が
ら
も 、
ま
ず
当
面
の
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
計
量
的
研

究
の
確
立
か
ら
始
め
よ
う
と
し
た 。
こ
う
い
う
判
断
が 、
本
誌
の
誌
名
と
そ
の

英
訳
名 、
「
計
量
国
語
学」
と

z
富
民
Z
B
E
g-
口
語口ut
a w-
の 、
い
わ

ば
二
枚
鑑
札
に
反
映
し
て
い
る 。
統
計
的
言
語
学
の
学
会
す
ら
世
界
の
ど
と
に

も 、
多
分 、
無
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た 。
と
と
ろ
で
現
実
に
は 、
本
学
会
発
足

の
と
ろ
か
ら
文
法
論
の
代
数
化
が
世
界
各
地
に
起
乙
り 、
更
に 、
思
い
の
ほ
か

速
か
っ
た
電
子
計
算
機
の
普
及
も
あ
っ
て 、
記
号
操
作
の
算
法
(白
石oユ
手
目)

化
が
言
語
研
究
の
前
面
に
押
し
出
さ
れ 、
最
近
で
は
「
計
算
言
語
学」
(no
s­

唱E
gt
g
包
ロロ同
三回tnm)
の
名
が
広
ま
る
に
至
っ
た 。
と
の
意
味
で
は 、
発

起
人
た
ち
の
上
記
の
た
め
ら
い
は 、
う
れ
し
い
誤
算
だ
っ
た
と
言
え
よ
う 。
そ

し
て
次
に
来
る
の
は 、
人
間
の
ま
た
人
聞
社
会
の
言
語
行
動
の
算
法
化
の
試
み

か
も
し
れ
な
い 。」
と
い
っ
て
い
る 。
と
の
部
分
を
同
誌
か
ら
引
用
し
た
の
は 、

そ
の
内
容
が 、
数
理
言
語
学
の
現
状
の
認
識 、
お
よ
び
将
来へ
の
見
通
し
と
し

て 、
ま
と
と
に
妥
当
な
表
現
を
含
ん
で
い
る
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

言
語
構
造
あ
る
い
は
言
語
行
動
を
数
理
的
な
方
法
で
と
ら
え
る
と
い
う
全
体

像
の
な
か
で
は 、
統
計
的
な
あ
る
い
は
計
量
的
な
手
法
は
従
来
に
比
し
て一
一周

活
用
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る 。
そ
の
よ
う
な
全
体
像
の
認
識
は 、
従

来
に
比
し
て一
一層
深
く
か
っ
広
い
見
通
し
の
も
と
に 、
統
計
的
な
手
法
を
駆
使
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せ
し
め
る
乙
と
に
な
ろ
う 。
そ
れ
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。

言
語
と
数
学

乙
と
で
は
非
統
計
的
な 、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
代
数
的
な
取
り
扱
い
を
し
た

も
の
を
と
り
あ
げ
る 。
た
だ
し 、

計
算
言
語
学
的
な
も
の
は 、
数
が
多
い
の

で 、
別
に
三
の
と
と
ろ
で
扱
う
乙
と
に
し
た
い 。
も
っ
と
も
そ
の
区
分
は
多
分

に
便
宜
的
で
あ
る 。

た
と
え
ば
野
口
宏
『
言
語
と
数
学』
と
い
う
本
が
あ
り
副
題
が
「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ・
サ
イ
エ
ン
ス
の
た
め
に」
と
な
っ
て
い
る 。
と
乙
で
言
語
と
い
う
の
は

わ
れ
わ
れ
言
語
学
の
側
の
も
の
が
従
来
研
究
対
象
と
し
て
き
た
日
本
語
英
語
ド

イ
ツ
語
な
ど
の
自
然
言
語
を
も
ち
ろ
ん
そ
の
な
か
に
含
み
な
が
ら 、
さ
ら
に
広

く
人
工
的
形
式
的
な
言
語
を
ふ
く
ん
で
お
り 、
そ
れ
ら
の
言
語
の
形
式
面
を
厳

密
に 、
徹
底
的
に
扱
お
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
動
き
は 、
そ
の
目
的
の一
つ
と

し
て
と
の
本
の
副
題
の
よ
う
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・
サ
イ
エ
ン
ス」
の
樹
立
を

目
的
と
し
て
も
い
る 。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
動
き
が 、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・
サ
イ

エ
ン
ス
の
目
的
だ
け
で
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
こ
と
は 、
た
と
え
ば
言

語
学
者
の
な
か
に
生
ま
れ
た
生
成
文
法
が 、
そ
の
よ
う
な
目
的
を
当
初
か
ら
持

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な

面
で
の 、
数
学
と
言
語
学
の
接
近 、
接
触
が
ど
の
よ
う
な
科
学
史
的
な
必
然
性

が
あ
っ
た
か
は 、
こ
れ
か
ら
の
科
学
史
家
の
課
題
で
あ
ろ
う
が 、
そ
ζ
に
は 、

さ
ま
ざ
ま
な
す
じ
み
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。
し
か
し

理
論

の
発
達
は
互
い
に
影
響
が
あ
り 、
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
が
あ
っ
た 。
生
成
文
法
も

と
と
ば
の
機
械
処
理
の
さ
ま

ん\
な
面
で
用
い
ら
れ 、
あ
る
い
は
そ
の
考
え
方

が
援
用
さ
れ
て
い
る 。
だ
か
ら 、
数
理
言
語
学
と
計
算
言
語
学
を
分
離
す
る
の

は
本
来
無
理
な
の
で
あ
る
が 、
前
述
の
よ
う
に
全
く

便
宜
的
に
ζ
れ
を
分
け
て

考
え
る
の
で
あ
る 。

さ
て 、
計
算
言
語
学
に
必
ず
し
も
入
れ
な
く
と
も
よ
い
も
の
を
ζ
乙
で
か
り

に
純
粋
な
数
理
言
語
学
と
い
う
こ
と
に
す
る 。
ζ
の
分
野
も
い
く
つ
か
の
傾
向

が
あ
る
と
み
ら
れ
る 。

そ
の一
つ
は 、
数
学
や
論
理
学
の
立
場
か
ら 、
言
語
を
扱
う
も
の
で 、
前
記

の
『
言
語
と
数
学』
や 、
石
本
新
「
論
理
学
に
お
け
る
決
定
問
題」
(『
計
量
国

語学』
四八) 、
吉田夏彦「人工言語
と
自
然
一言
語」(『ととばと哲学』)
な

ど
が
と
れ
に
属
す
る 。
次
は
い
わ
ゆ
る
生
成 、
変
形
文
法
な
ど
の
側
か
ら
の
発

言
で
あ
り 、
三
番
目
は
数
理
的
な
手
法
に
よ
る
言
語
の
解
析
で
あ
る 。
こ
の
よ

う
に
分
け
る
の
も 、
あ
ま
り
き
れ
い
な
分
け
方
で
は
な
く 、

便
宜
的
で
あ
る 。

そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
の
問
題
が
あ
り 、
交
差
し
て
い
る 。

第一
の
も
の
と
第
二
の
も
の
は
乙
と
に
同
じ

分
野
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
だ
ろ
う 。
第
二
の
も
の
は
言
語
学
の
側
か
ら
み
た 、
生
成
変
形
文
法

論
の
展
開
で
あ
る 。
E
・

パ
ッ
ク
著
井
上
和
子
訳
『
変
形
文
法』
が
そ
の
成
果

の一
つ
で
あ
る
が 、
乙
れ
と
『
言
語
と
数
学』
を
比
べ
る
と 、
そ
と
に
共
通
の

問
題
を
扱
い
な
が
ら
着
眼
点 、
強
調
点
の
相
違
が 、
や
は
り
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る 。

130 

乙
れ
に
対
し
て 、
第
三
の
も
の
は 、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
点
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る 。
乙
の
よ
う
な
傾
向
の
も
の
と
し
て 、
た
と
え
ば
水
谷
静
夫
「
国
語

における活用の
概念」(『計量国語学』
五O)
南不二
男「形態音韻論」

(『数理科学』
六九・
二)
冨-NC吋〉ZH
ω
55H
〉
玄2ro仏OF間Fg­

何回凹
ミ
S
Fg
gzn
U叩忠弘
ME
SO同
巧口三回
(『東京女子大創立五十周

年
記
念
論
文
集
日
本
文
学
編』)
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
数
理
的
な
手
法
を
も
ち

い
た
言
語
の
記
述
と 、
細
井
勉
「
計
量
言
語
学
か
ら
み
た
日
本
語
の
冗
長
性」

(『数理科学』) 、
斎藤秀紀「漢字かな混り文のエ
ン
トロピ
ー」(『計霊園
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語
学』
四
三・
四
四
合
併
号)
の
よ
う
に 、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー 、

冗
長
性
な
ど
を
問

題
に
す
る
行
き
方
も
あ
る 。
後
者
は
前
述
の
統
計
的
な
調
査
研
究
と
連
結
す
る

も
の
で
あ
る 。

自
然
語 、
形
式
語
を
形
式
的
な
面
か
ら
取
り
扱
う
行
き
方
に
し
て
も 、
あ
る

い
は
生
成 、
変
形
文
法
の
考
え
方
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
に
し
て
も 、
ま
だ
ま
だ

研
究
が
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で 、
問
題
が
山
積
し
て
い
る
状
態
で
あ
る 。
と
と

に
gロ
gHH
8
5町民
話
の
文
法
に
つ
い
て
は 、
わ
か
ら
な
い
乙
と
が
多
い
ら

し
い 。
ま
た
最
近
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
部
分
も
多
い
ら
し
い 。
こ
の
よ
う

な
分
野
に
つ
い
て
も
今
後
大
い
に
研
究
の
手
が
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う 。
し
っ
か

り
し
た
句
構
造
文
法
す
ら 、
日
本
で
は
ま
だ
で
き
て
お
ら
ず 、
そ
の
と
と
か
ら

始
め
る
必
要
が
あ
る
(
水
谷
静
夫
「
文
脈
無
用
文
法
の
簡
素
化
に
関
す
る
覚
書」
『
計

量
国
語
学』
四
三
/
四
四) 。
集
合
論
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
に
し
て
も
同
様
で 、
数
理

言
語
学
の
と
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ
て
日
本
語
の
各
種
の
現
象
を
記
述
す
る
こ

と
が
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う 。

自
然
言
語
お
よ
び
人
工
言
語 、
形
式
言
語
を
含
め
た
広
い
言
語
の
世
界
全
体

を
と
ら
え
る
と
と
は 、
数
学 、
論
理
学 、
言
語
学
を
含
め
た
学
問
分
野
に
と
っ

て
純
粋
に
学
問
的
な
意
味
を
も
っ
と
と
も
に 、
広
い
応
用
分
野
を
も
つ
も
の
で

も
あ
る 。
と
と
に
た
と
え
ば 、
次
の
計
算
言
語
学
の
分
野
で
扱
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

言
語
の
設
計
の
場
合
な
ど
で 、
重
要
な
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

数
理
的
な
方
法
を
適
用
す
る
場
合
つ
ど
う
に
よ
っ
て
言
語
の
あ
る
面
を
捨
象

し
て 、
計
量
し 、
あ
る
い
は
モ
デ
ル
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り 、
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
る 。
乙
れ
は
あ
る
意
味
で
や
む
を
え
な
い
ζ
と
で
あ
り 、
む
し
ろ
必

要
で
す
ら
あ
る
が 、
し
か
し

最
後
ま
で
そ
れ
を
通
し
て
し
ま
う
と 、
見
方
が一

面
的
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る 。
数
理
的
な
手
法
を
用
い
る
と
き 、
乙
の
ζ
と
を

留
意
す
る
と
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。
筆
者
は
か
つ
て
次
の
よ
う

な
乙
と
を
書
い
た 。
「
日
本
語
で
は 、
特
に
話
し
乙
と
ば
で 、
相
手
に
対
す
る

敬
意 、
自
分
の
謙
譲
に
非
常
な
熱
意
を
は
ら
う 。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン

語
で
は
相

手
に
対
し
て
い
か
に
親
近
の
感
じ
を
もっ
て
い
る
か 、
も
の
ご
と
に
対
し
て
い

か
に
親
愛
の
情
を
もっ
て
い
る
か
を
強
く
う
っ
た
え
よ
う
と
す
る 。
こ
の
よ
う

な
点
ま
で
説
明
し
う
る
よ
う
な 、
総
合
的
な
言
語
理
論
の
誕
生
と
言
語
に
つ
い

て
の
大
規
模
な
調
査
研
究
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る」
(「
日
本
語
の
文
法」
『
数

理科学』
六九年一一一月)

様
島
忠
夫
『
表
現
の
解
剖』
『
情
報
創
造』
は
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
る
も

の
で
あ
ろ
う
が 、
そ
の
背
景
に
数
理
言
語
学
的
な
考
え
方
が
色
濃
く

現
わ
れ
て

い
る 。
数
理
言
語
学
が
他
の
分
野
と
関
連
を
も
ち 、
広
く

応
用
さ
れ
る
と
い
う

傾
向
は
今
後
著
し
く
な
る
で
あ
ろ
う 。

計
算
言
語
学

と
こ
で
い
わ
ゆ
る
言
語
情
報
処
理
を
含
め
て 、
広
い
範
囲
で
計
算
言
語
学
を

取
り
扱
う 。
言
語
情
報
処
理
は
よ
り一
般
の
実
務
的
な
面
を
含
む
の
に
対
し

て 、
計
算
言
語
学
は
そ
の
学
問
的
な
研
究
商
に
関
係
し 、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

な
分
野
で
の
問
題
と
従
来
の
言
語
学
と
を
連
絡
す
る
意
味
も
あ
る
か
ら
で
あ

る 。
言
語
情
報
処
理
お
よ
び
計
算
言
語
学
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は 、
周
知
の
と
と
と
考
え 、
あ
ら
た
め
て
述
べ
な
い 。

と
乙
で
は
問
題
を 、
言
語
処
理
の
方
法 、
お
よ
び
各
分
野
の
処
理
に
分
け 、

前
者
を
音
声 、
文
字
の
入
出
力
単
語
の
認
定 、
記
号
の
変
換 、
内
容
の
分
析
の

面
か
ら
扱
い 、
後
者
を
言
語
研
究 、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語 、
情
報
検
索 、
機
械
翻

訳
に
つ
い
て
扱
う
と
と
に
す
る 。

言
語
の
計
算
機
等
の
機
械
に
よ
る
処
理
が
広
ま
っ
て
き
つ
つ
あ
り 、
そ
の
技

法
に
も
初
期
に
比
し
て
進
歩
の
あ
と
が
見
ら
れ
る 。
問
題
の
展
開
の
あ
と
も
見
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ら
れ
る 。

日
本
語
の
機
械
処
理
の
問
題
と
し
て
は 、
文
字 、
音
声 、
単
語
な
ど
の
認
識

の
問
題
が
ま
ず
そ
の
入
り
口
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う 。
文
字 、
音
声
な

ど
の
認
識
に
つ
い
て
は 、
郵
便
仕
分
け
業
務
の
自
動
化 、
あ
る
い
は
六
九
年
末

の
電
試 、
東
芝
の
開
発
し
た
文
字
読
み
取
り
装
置
の
発
表
が
あ
り 、
ま
た
七
O

年
の
万
国
博
な
ど
で
の
音
声
聞
き
取
り
の
実
験
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
研
究
開

発
は
そ
の
途
上
に
あ
る 。
ζ
れ
が
純
粋
に
メ
カ
の
問
題
で
あ
れ
ば 、
言
語
学
の

関
与
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が 、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
的
な
処
理
が
は
い
る
と 、
た

ち
ま
ち
関
係
が
生
じ
て
く
る 。
昭
和
四
三
年
の
情
報
処
理
学
会
で
京
大
の
坂
井

研
究
室
が
発
表
し
た
漢
字
の
合
成
に
つ
い
て
の
方
法
は 、
字
形
由来
と
そ
の
地
割

り
の
演
算
子
に
よ
っ
て
漢
字
の
構
造
を
表
示
す
る
も
の
で 、
句
構
造
の
よ
う
な

表
示
を
す
る
乙
と
が
で
き
る
点
が
す
ぐ
れ
て
い
る 。
ζ
の
方
法
が
漢
字
の
認
識

に
も役
だ
て
ら
れ
よ
う
(
長
尾
真
「
文
字
自
動
認
識
の立
場
か
ら
み
た
字
形」
『数
理

科
学』
四
四
年一
一
月〉。

音
声
や
文
字
の
機
械
か
ら
の
山山
力
に
つ
い
て
は 、
認
識
の
場
合
よ
り
も
容
易

で
あ
る
の
か 、
種
々
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
(
斎
藤
勝
久・
林
原
初
穂
「
淡

字
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開
発」
『
情
報
処
理
学
会
第
九
回
大
会
講
演
予
稿
集
』

ほ
か。)

音

声
に
つ
い
て
は
電
気
試
験
所 、
東
北
大 、
東
大
そ
の
他
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
る

が 、
情
報
処
理
学
会
で
の
発
表
は 、
坂
井
利
之・
大
谷
謙
治
「
素
因
子
編
集
方

式
に
よ
る
音
声
合
成
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
考
察」(『
第
九
回
大
会
講
演
予
稿
集』)。

日
本
語
の
書
き
ζ
と
ば
は
通
常
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
で
あ
り 、
分
か
ち
書
き

が
さ
れ
て
い
な
い
と
と
か
ら 、
内
容
を
もっ
た
文
章
を
扱
お
う
と
す
る
と 、
ま

ず
単
語
の
認
定
が
問
題
に
な
る 。
乙
れ
の
方
法
と
し
て
は
辞
書
を
使
う
も
の

と 、
主
と
し
て
文
字
の
連
続
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
方
法
と
あ
る 。
『
計
量
国

語
学』
に
は 、
前
者
の 、
石
綿
敏
雄・
斎
藤
秀
紀・
木
村
繁
「
言
語
単
位
分
割

自
動
化
の
研
究」
〈
五
O
号〉
と 、
後
者
の 、
江
川
清
「
漢
字
か
な
混
り
文
の『
自

動
単
位
分
割』
に
関
す
る一
研
究」
(
四
三
/
四
四
号)
お
よ
び
正
川
清
「
単
位

分
割
自
動
化
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て」
(
五一
号)
の
発
表
が
あ
る 。
前
者
に
と

っ
て
は 、
言
語
学
の
し
ど
と
で
あ
る
が 、
辞
書
と
文
法
を
作
成
用
意
す
る
と
と

に
問
題
が
あ
り
〈
田
中
章
夫
「
国
語
資
料の
機
械
処
理」
『
月
刊
文
法」
四
五
年
四
月) 、

後
者
に
と
っ
て
は
表
記
索
あ
る
い
は
そ
の
連
続
と
語
と
い
う
異
な
っ
た
言
語
レ

ベ
ル
聞
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
に
問
題
が
あ
ろ
う
(
た
と
え
ば
井

上
和
子
訳
「
変
形
文
法」
六
四ペ
ー
ジ
参
照) 。
乙
の
研
究
に
つ
い
て
は 、
古
く

水
谷

静
夫 、
古
郡
廷
治 、
梶
山
陸
子 、
西
村
恕
彦 、
山
田
小
枝 、
小
熊
均 、
緒
方
良

彦 、
尾
関
育
三 、
京
大
工
学
部
な
ど
の
多
く
の
言
及
や
研
究
が
あ
り 、
基
礎
的

な
問
題
で
あ
る 。
木
沢
誠
〈
電
試)
は
「
日
本
語
に
は
も
う一
つ 、
分
か
ち
書

き
を
せ
ず 、
ベ
タ
に
記
述
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る 。
乙
れ
は 、
機
械
翻
訳

と
か 、
情
報
検
索
と
か 、
多
少
と
も
意
味
に
関
係
す
る
事
項
を
機
械
で
取
り
扱

お
う
と
す
る
と
き
に
厄
介
な
問
題
を
生
ず
る 。
漢
字
と
カ
ナ
と
が
交
っ
て
い
る

場
合 、
そ
の
変
り
目
を
単
語
の
切
れ
目
と
考
え
て
あ
る
程
度
正
し
い
が 、
正
し

く
な
い
場
合
も
多
い 。
漢
字
の
み
ま
た
は
カ
ナ
の
み
が
長
く

連
続
す
る
と
き
に

は
ど
と
ま
で
を
1

語
と
す
る
か
の
判
断
が
む
ず
か
し
い 。
乙
れ
ら
は
結
局
既
知

の
語
の
辞
書
を
作
っ
て
お
い
て 、
乙
れ
と
照
会
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
よ
り

仕
方
が
な
い
よ
う
で
あ
る」
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
(「
日
本
語
と
機
械」
『
数

理
科
学』
四
四
年一
一
月
三

も
っ
と
も 、
文
字
の
連
続
の
し
か
た
が
十
分
な
情
報
を
もっ
て
い
る
ば
あ
い

に
は
辞
書・
文
法
派
も
と
れ
を
利
用
し
た
方
が
有
利
で
あ
り
(
筆
者
も
かつ
て
は

と
の
考
え
方
を
も
っ
て
い
た。
『
言
語
単
位
分
割
自
動
化
の
研
究』

昭
和
四
一
〉、

ま
た
文

字
の
連
続
を
利
用
す
る
に
し
て
も
テ
ー

ブ
ル
を
利
用
す
る
方
が
結
巣
が
正
確
に

な
る 。
検
証
の
際
に
と
れ
を
利
用
す
る
方
向
も

考
え
ら
れ
よ
う 。
し

た
が
っ

て
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ζの
両者の
差は
大きな
ものではなく 、
融合する
方向も考えられる 。

坂井利之は
「情報革命の
真の
展開のためには 、
言語 、
文字 、
音

声 、
絵 、
図 、
符口すなどの
処理およびその
相互間での
自
動変換ができ

るとい
う乙
とが
条件である」
といっ
てい
る(『翻訳するコンピュータ』) 。

ζとにはたとえば
機械翻訳のような
問題も当然はい
る
わ
け
で
あ
る

が 、
それについては後で
あらためて述べ
るζ
とにし 、
乙こでは文字

聞の
変換および言語から図形へ
の
変換について取りあげる 。

文字問の
変換としては 、
かな
専用文を漢字かな
混じ
り文に
改める

もの
と 、
漢字かな
混じ
り文をかな
専用文に改めるもの
とがあり 、
前

者の
方に一
般的要請がある 。
かなを漢字に
変える研究はつ
とに九大

工
学部栗原研究室に
おいて
行なわれ 、
こ
れと
提携して
実用化を考え

てい
るのが
沖電気であ
る(黒崎悦明「カナけん盤漢字表示方式」『情報処

理
学会九回大会講演予稿集」) 。
栗原俊彦が
構文の
解析や意
味の
処理まで

見
通
し
て
(
栗
原
俊彦
「日
本
語の
機
械
処理」
『数理
科
学』
四
四
年一
一
月)
確
立

した理
論を 、
商品として
実用化するために
構文解析を簡易化して近

い
範
囲の
語の
検証に置き
換えた
ものである 。
乙
れと同様の
ものに日

本電
気の
大倉信治の
ものがあり 、
四四年の日本電気創立七O周年記

念ショ
ーとして

実演された 。
日立製作
所の
も
あ
り(四五年に発表) 、

日
本科学技術情報セン
ターの
もある(高橋達郎・
広田広三郎「漢字処理

に
お
ける
カ
ナ・
イン
プッ
ト

方
式につ
い
て
の
試
案」『
第六
回
情報
科
学
技術
研
究
集

会予稿集』) 。
な
お乙の
情報科学技術研究集会での
発表に
際し 、
旭化

成から
実務としては乙の
変換が
十分厳密に
行なわれる必要があると

い
う意見が出たこ
とが注意される 。
漢字をかなに
直すの
は 、
用語調

査などでは必要であり 、
田中章
夫の
ものがあり(「漢字の自動解説シス

テム
ピつ
い
て」
『
計量
国
語
学』
四
八 、
「
漢
字デ
ー
タの
処理
法と
問題
点」『数理
科

学』
四
四
年一
一
月) 、
筆
者
の
も
あ
る
(『L
D
P』
4
Y

自然語による文章をイン
プットし 、
そのなかに
述べ
られてい
る内

容を絵や図に
書き表わすとい
う研究が出てい
る 。
言語 、
文字と図 、

絵の
聞の
変換であっ
て 、
すぐれた着想であるが 、
自然語の
文を解析

する部分は機械翻訳に
用い
られた
構文解析のプロ
グラム
がその
まま

使われてい
る(
坂
井
利
之・
杉田
繁
治・
坂
口
敏明
「
電
子
計
算
機に
よ
る
文
章の

図
形
化」『
情
報
処理
学
会
。og司己SHHO
E-
-l百四5
5
g
研
究
委
員
会資
料』
四
四

年
九
月) 。

日
本科学技術情報セン
ターの
中井浩を中心とするグル
ープによる

情報検索の
事実検索のための
研究も注目すべ
きものであろう 。
乙の

試みのなかで
も入力の
原文章の
解析はハ
ーバ
ード

大学で開発した
構

文解析プロ
グラム 、
ハ
ーバ
ード・

アナライザをその
まま使用するよ

し
で
あ
る
(
中
井
治・
高
野
守正・
字津
野
宏二
「ファ
クト・
レ
ト
リlパ

ルへ
の

一
つ
の
試
み
合
己
ll

意
味
論
的
クラス
と
函
数
式化
||」

『
第六
回
情報
科
学
技術

研究集会予杭集』) O
なおついでながら 、
筆者らが
開発した単語認定プ

ロ
グラム(前掲)
は 、
ハ
ーバ
ード・

アナライザと同じタイプの 、
日

本語の
構文解析
プ
ロ
グラム
を
内
蔵し
て
お
り(四
四
年
日
本
言
語
学
会で
発

表て
またと
れはマ
イクロコ
ミュニ

ケーショ
ンの
研究 、
言
語
行
動の

シミュ
レ
ーション

として
も役だつ
ものと考えてい
る(「LDP』3) 。

機械による処理を支えるための
構文や意味についての
研究も盛ん

である 。
計量国語
学の
研究発表会では 、
水谷静夫「時枝式入子と 、

MMωム円四四
とをめぐっ
て」 、
棒島忠
夫「計量意味論の
構想」 、
中野洋・

江川清「同音類義語の
意味の
把握」
などの
発表があっ
た 。
かな文の

漢字かなまじり文へ
の
変換をはじめとして 、
文献の
機
械
に
よ
る
抄

録 、
質問応答シス
テムの
完成などの
言語処理の
諸問題の
解決のため
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には日
本語の
研究が
必要で
あり 、
たとえば
文の
分析や単語の
意
味分

析をとりあげなければ
な
ら
な
い(葉原俊彦「日本語の機械処理」『数理

科学』
四四年一一
月) 。
坂井利之『翻訳するコンピュ
ータ』

で
も
そ
の

と
とが
大きくとりあげられてい
る 。
また
『計量国語
学』
に
長期にわ

たっ
て分載された
林四郎「文章にお
ける文の
始発・
承前・
転換性に

つい
て」
が
完結し 、
『文章表現法講説』
に
も締約されて
い
る
が 、
文

章の
面でのとの
種の
研究が
従来閑却されていた乙ともあり 、
貴重な

研究で
ある 。

用語の
分類や意味の
解析を人間の
手で
行なうと 、
統一
した取り扱

いがむずかしく 、
かつ
作業量が大きくなる 。
そ乙で乙の
面で
も計算

機の
使用が考えられてくる 。
このような面に
おい
て計算機を使用す

るメ
リッ
トは 、

将来人聞による作業を
軽減しうるこ
とが望まれる乙

とに
あるとと
もに 、
それだ
けではなくて 、
処理
手続きの
算法化によ

っ
て
方法に
客観性をもたせ
うるとい
うような言語
学自身の
方法と内

容に
進歩をもたらすとい
う点を大きく取りあげなければならない 。

ここでは 、
もはや機械自体も学習するものとして
考えられてさえも

い
るので
ある 。
この
穫の
ものとしては 、
西村恕彦「計算機による言

語の
意
味の
解析」
『一言語生活』
(四四年一
O月)
や 、
岡田直之・
田町常

夫「自然語の
意
味情報
と
その
抽
出
お
よ
び
分
類」
『電気通信学会誌』

(四四年一
O月)
などが
あり 、
統計的な
手法も活用されている 。

こ
れらはかなり高級な計算機の
使用法で
あるが 、
よ
り低次の 、
そ

して
大量の
資料処理を
行なう乙
とも必要で
ある 。
それがよ
り一局次の

研究開発を
支えもする 。
計算機使用の
段階で
みると研究的で
あるよ

りもむしろ
実務的で
あるが 、
用語用字の
集計整理などに
使用する
も

ので 、
国立国語研究所の
新周の
用語用字の
調査などはこ
れで
ある 。

乙の
調査では用語調査の
方法 、
計算機使用上の
技法につい
て
考えあ

るい
は開発したこ
とがらを二
冊の
報告書「電子計算機による国語研

究」「同E」
として発表してい
る 。
不定期刊行物『LDP』
もあり 、

またたとえば 、
土屋信一
「電子計算機による古典の
索
引
作
成
の
試

み」『一言語と文芸』(六七〉
のように
他へ
の
寄稿もある 。

言語の
問題を広げて 、
人工言語 、
形式言語の
世界を含めて
考える

と 、
プロ
グラム
言語としてのコンパ
イラの
問題が
広い
射程と
応用を

蔵してい
る乙とに
気づ乙
う 。
コンパ
イラ・
ラン
ゲージで
も 、
その
文

法(関門
25白吋)
において
構文解析(官gZ凹) 、
意
味(帥冊目恒三
5)
が

論じられる 。
ζ
れらは 、
ある見方かhりすれば
自然語と一
線を函すけ

れど
も 、
またある見方では自然語と共通な面を有し 、
乙れと
連続し

てい
る 。
そのこ
とについ
ては
前節で
も述べ
たが 、
ことに
その
実例を

あげるζとができよう 。
東大航空宇宙技術研究所磯部俊夫「自然諾

による情報処理の
試み」
は(以前にツルカメ算の先駆があったが〉
ζ
の

方面での
最近の
成果とい
えよ
う(『四四年第十回情報処理学会大会講演予

稿集』) 。
もちろん
全面的な処理をねらっ
た
ものではなく 、
処理の
範闘

を限定した
ものではあるが 、
一
種の
質問解答
SE
E
S-白5
42H吉岡)

プロ
グラム
で
ある 。
と
れは計算機使用の一
つの
将来の
姿を暗示する

もので
あろうが 、
とれを可能にするためK
も 、
形式語と自然語の
関

係につい
ての
研究は有効で
あろう 。
チョ
ムス
キーはプロ
グラム
言語

の
文法につい
て 、
それが
単純句構造文法(曲
百立o
Z55
222R巾

mgggR)
で
あるといっ
てい
る( ミ〉名叩口門凹::・・ 3) 。

プロ
グラム
言語につい
てはもう一
つ 、
こ
れをどのようにデザイン

するかとい
う乙
とが問題であろう 。
数年前にFID
(H句匙町三一
g

rz円SHru
g-刊
ε
り02ヨ四三三芯ロ)
の
国際会議が東京で
行なわれた

134 



計量国語学

と
き 、
ス
エ
l

デ
ン
の
計
量
言
語
学
者
カ
ル
ル
グ
レ
ン
が 、
言
語
情
報
処
理
の

問
題
は
70
巧
ぢ
者
育O岡山
虫
色。
と
}6
4〈
件。
常弘同ロ
の
二
つ
の
問
題
が
あ

る 、
と
い
っ
て
い
た
が 、
考
え
て
み
る
と
そ
の
通
り
で
あ
る 。
さ
き
の
「
自
然
諾

に
よ
る
情
報
処
理
の
試
み」
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ro
者
同0
8
官OH-
5
20

だ
と
す
る
と 、
コ
ン

パ
イ
ラ
言
語
の
設
計
と
研
究
開
発
問
題
向
き
言
語
の
設
計

な
ど
は
ro
唱
ぢ
号乱闘ロ
の
方
で
あ
ろ
う 。
ζ
の
方
面
に
つ
い
て
は 、
あ
る

い
は
言
語
学
外
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
筆
者
と
し
て
は
少

な
く
と
も
言
語
学
も
参
加
し
て
い
る
多
科
学
の
接
触
分
野
で
あ
っ
て 、
一
種
の

応
用
「
言
語」
学
の
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
(
と
ζ
で
は
「
言
語」
を 、
自
然
語

も
含
ん
だ、
さ
ら
に
広
い
概
念で
と
ら
え
て
い
るので)。
よ
し

外
に
せ
よ、
隣
接
し

た
問
題
で
あ
る
ζ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い 。
と
と
ろ
で
こ
の
よ
う
な
言
語
の
設

計 、
研
究
開
発
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
て 、
と
の
両
年
の
情
報
処
理
学
会
で
も

い
く

つ
か
発
表
さ
れ
て
い
る 。
京
都
大
学
工
学
部
の
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
会
話

型
言
語
に
関
す
る一
考
察」
の
よ
う
な
ζ
の
種
の
言
語
の
あ
り
方
を
総
合
的
に

考
え
た
も
の
も
出
て
き
て
い
る 。
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
。
。回
OF
を
日
本
語
で

書
く
の
も
同
様
な
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
(
水
野
幸
男・
高
橋
利
彦
「
日
本
語コ
ポ

ル」
『
数
理
科
学』
四
四
年一
一
月) 。
ζ
れ
か
ら
は
C
A
I

(
g
g
宮巳
2
8m
E
E

E
2
2
E
S)
な
ど
教
育
面
で
も
大
き
な
改
革
が
行
な
わ
れ
る
で
う
あ
ろ
が 、

そ
の
際
の
言
語
問
題
も
表
面
化
し
て
く
る
で
あ
ろ
う 。
言
語
学
の
側
に
と
っ
て

も 、
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い 。
国
語
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も

乙
の
よ
う
な
見
地
を
加
え
て
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
少
し
事

情が
異な
る
が、一不ウス
トゥ

プニ
1

の
国
語
研での
話で
は
宮口開口回向。
立釦ロヨロ聞
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
と
と
に
ふ
れ
て
い
た
。)

情
報
処
理
学
会
で
の
数
値
計
算
に
つ
い
て
の
相
対
的
な
重
要
性
が
年
々
減
少

し
て
い
る
と
と 、
応
用
分
野
が
増
大
し
て
い
る
と
と
は 、
否
定
し
え
な
い
事
実

で
あ
ろ
う 。
そ
し
て
そ
の
な
か
に 、
広
い
意
味
で
の
言
語
の
問
題
が
大
き
く

取

り
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
と
と
も
事
実
で
あ
る 。
昭
和
四
三
年
度
で
は
副
会
場
で

漢
字
の
処
理
を
ま
と
め
て
取
り
扱
っ
た
が 、
昭
和
四
四
年
度
で
は
つ
い
に
主
会

場
に
進
出
し
て
情
報
検
索
に
つ
い
て
の
諸
研
究
が
てフ
ロ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
発

表
さ
れ
た 。
漢
字
に
つ
い
て
は
コ
l
ド

の
問
題 、
漢
字
イ
ン
プ
ッ
ト

の
新
し
い

機
械
の
開
発
が
多
か
っ
た
が
文
字
の
構
成
に
つ
い
て
の
文
字
論
と
生
成
文
法
と

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
融
合
し
た
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出 、
ま
た
イ
ン
プ
ッ
ト

に
つ
い
て
も
文
法
論
が
関
係
す
る
研
究
が
出
て
い
る 。
情
報
検
索
に
つ
い
て

は 、
問
題
向
き
言
語
の
開
発 、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
あ
っ
た
が 、
笹
森
勝
之
助

「
情
報
検
索
の
現
状
と
動
向」
の
展
望
で 、
「
意
味
を
計
算
機
で
ど
う
扱
う
か

と
い
う
I
R
の
中
心
的
課
題
は 、
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
あ
る」
と
い
っ
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る 。

機
械
翻
訳
に
つ
い
て
は
坂
井
利
之
『
翻
訳
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ』
が
出 、
西

村
恕
彦
「
機
被
翻
訳
の
た
め
の
英
和
文
法
の
研
究」
『
電
気
試
験
所
研
究
報
告

六
九
六』
が
出
て
い
る 。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
み
る
と 、
九
大
工
学
部
の
岡
町

栗
原
研
究
室
を
含
め
て 、
日
本
に
お
け
る
研
究
開
発
が
非
常
な
高
水
準
に
あ
る

と
と
が
確
か
め
ら
れ
る 。
問
題
は
機
械
翻
訳
の
停
滞
ま
た
失
敗
と
い
う
俗
説
を

ど
の
よ
う
に
克
服
し
て 、
多
く
の
人
の
研
究
の
積
み
か
さ
ね
が
得
ら
れ
る
か
と

い
う
点
に
あ
ろ
う 。
翻
訳
を
機
械
に
の
せ
る
と
と
の
論
理 、
技
法
の
研
究
で
は

高
い
水
準
に
あ
り
な
が
ら 、
言
語
の
も
っ
ぽ
う
大
で
複
雑
な
側
面
に
つ
い
て
じ

み
な
研
究
を
集
め
る
と
い
う
点
で
は
手
う
す
と
い
う
問
題
が
あ
る 。
こ
れ
は
機

械
翻
訳
に
限
っ
た
乙
と
で
な
く 、

計
算
言
語
学
全
体
の
興
隆
と 、
言
語
研
究
家

の
協
力
と
が
望
ま
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う 。

言
語
情
報
処
理
の
開
発
研
究
は 、
計
算
機
の
普
及
と
あ
い
ま
っ
て 、
今
後
次

第
に
広
く

行
な
わ
れ
て
ゆ
く
乙
と
で
あ
ろ
う 。
乙
乙
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が 、
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た
と
え
ば
図
書
館
や
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
こ
れ
か
ら
の
改
革
と
な

る
と
さ
っ
そ
く一一言

語
処
理
が
問
題
に
さ
れ
る 。
言
語
芸
術
方
面
で
も 、
絵
画
や

音
楽
で
扱
う
よ
う
K 、
乙
れ
を
用
い
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る 。
計
算
言
語
学

の
発
展
と
と
も
に
段
階
的
に
よ
り
高
次
の
言
語
情
報
処
理
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
も

の
で
も
あ
る 。
そ
の
よ
う
に
直
接
に
実
生
活
と
の
交
渉 、
実
益
の
あ
る
の
が
こ

の
分
野
の
特
色
で
あ
ろ
う
が 、
そ
れ
と
と
も
に
計
算
機
使
用
に
よ
っ
て
言
語
理

論
を
実
験
的
に
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で 、
そ
の
よ
う
な
確
か
め
を
し

な
が
ら
文
法
論 、
語
い
論 、
音
韻
論 、
意
味
論
を
発
展
せ
し
め
る
ζ
と
も
で
き

る
わ
け
で
あ
る
(
渡辺
修
「
電
子計
算
機
と
言
語
研
究」
『言
語
生
活』
四五
年五
月
三

現
代
の
計
算一
言
語
学
を
ζ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
み
る
と 、
乙
れ
が
言
語
学
の

発
展
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
ζ
と
が
で
き
よ
う 。
そ
し

て
そ
の
利
益
は
ひ
と
り
言
語
学
に
と
ど
ま
ら
ず 、
他
の
科
学
に
寄
与
す
る
と
ζ

ろ
も
ま
た
大
き
い
だ
ろ
う
〈北
川
敏
男
「
情報
科
学
を
展
望
する」
『科
学
朝日』
四

四
年
九
月〉 。
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